
   イー・レンジャーのかわら版 （2022年9月第76号） 
 

■ SE から⾒た電⼦帳簿保存法のシステム対応 
 

先⽉号のかわら版では電⼦帳簿保存法（電⼦取引）についての私どもの取り組みを紹介しました。 

 
国税庁電⼦帳簿保存法⼀問⼀答（電⼦取引）へのリンク 

そこで 
仕組み作りはシステムよりもガバナンス 

と書いたのですが、質問されることがありましたので SE（システムエンジニア）的は⾒⽅で説明し
たいと思います。 
 

 
図：システムの難しさ 

 
⼀般に「データを登録するだけのシステムは簡単。改変を許すシステムは難しい。」といえます。
とはいえ、⼈間は必ず「間違える」ので「データの改変のフローをうまく設計できるか」がシステ
ムエンジニアの腕の⾒せ所といっても過⾔ではありません。 
電⼦帳簿保存法対応システムの場合、その名前が表している通り「データを保存するためのシステ
ム」ですから、 

締⽇後（決算後）に間違いがわかった場合、それをどう直すのか？ 
改変と改ざんの違いを明らかにできるか？ 

といったことをシステムに落とし込む必要があります。 
この難題を回避するには、この部分のシステム化は⾏わず、⼀問⼀答にあるように「事務処理規
定」の作成と社内規定化、訂正削除申請の様式と履歴簿の作成という⽅策がリーズナブルなので
す。すなわち、 

仕組み作りはシステムよりもガバナンス 
がシステムエンジニアの視点からもリーズナブルなのです。 


